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膣内腫瘤の細胞診が臨床診断に有用であった黒毛和種繁殖牛の
地方病性牛白血病の1症例
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要 約

6歳10カ月齢の黒毛和種繁殖牛が、削痩を主訴として受診した。体表リンパ節の腫大は認められなかったが、
膣内の腫瘤および直腸検査にて子宮頸管の腫大・硬結を認めた。牛白血病ウイルス抗体の陽性所見から牛白血
病の発症が疑われた。末梢血リンパ球増多症はみられなかったが、LDHおよびチミジンキナーゼ活性の高値が
認められた。また、膣内腫瘤の細針吸引（Fine needle aspiration : FNA）による細胞診で中・大型異形リンパ
球が93％認められた。以上の所見より臨床的に地方病性牛白血病（Enzootic bovine leukosis : EBL）と診断し
た。病理学的検索でも、胃周囲、子宮および膣内の腫瘤形成ならびに腸間膜リンパ節の腫大が認められ、組織
学的検索所見と併せてEBLと確定診断された。
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は じ め に

地方病性牛白血病（Enzootic bovine leukosis : EBL）
は牛白血病ウイルス（Bovine leukemia virus : BLV）感
染に起因し、Bリンパ球が腫瘍化する疾患である［1、2］。
EBL発症牛では末梢血リンパ球の異常増加および様々
なリンパ節の腫大とそれに関連する臨床症状を発現する
のが一般的であり［1、2］、これらの所見は診断の重要な手
がかりとなる。しかし、これら所見が顕著でない場合に
は臨床診断が困難であり、病理解剖において初めて病変
が検出されることもある［3］。今回、末梢血リンパ球の
異常増加および体表リンパ節の腫大が認められなかった
が、膣内腫瘤の細針吸引（Fine needle aspiration : FNA）
による細胞診でEBLの生前診断に至った黒毛和種繁殖
牛の症例に遭遇したのでその概要を報告する。

症 例

症例は分娩6カ月後の黒毛和種繁殖牛6歳10カ月齢で、

削痩を主訴として初診となった。初診時体温38．4℃、心
拍数120/分、呼吸数36/分、直腸検査にて子宮頸管の腫
脹と硬結が触知された。最終人工授精は1カ月前であっ
た。血液検査では異常は認められなかった。症例はその
後も食欲不振が継続し、第17病日には直腸検査にて重度

連絡責任者：猪熊 壽（帯広畜産大学畜産学部臨床獣医学研究部門）
〒080‐8555 帯広市稲田町西2線11 Tel/Fax0155－49－5370 E-mail inokuma@obihiro.ac.jp

図1 膣内に腫瘤（矢印）が認められた。
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の子宮頸管腫大が触知され、膣内壁にはキノコ状の硬結
腫瘤が認められた。体表リンパ節の腫大はなく、血液検
査でも異常はみられなかったが、EBLの可能性を考慮
して、第30病日にBLV抗体検査を実施したところ、ゲ
ル内沈降反応により陽性を呈した。第38病日に病性鑑定
のため帯広畜産大学に搬入された。
搬入時、症例は体温39．4℃、心拍数80/分、呼吸数36/

分で、元気消失、削痩、起立難渋、下痢であった。直腸
検査にて子宮頸管に約10×15×30cmの腫瘤と、子宮頸
管および膣周囲に直径約3cmの腫瘤が多数あるのが触
知された。また、膣鏡検査では膣内に直径約4cmの腫

瘤が確認された（図1）。血液検査ではリンパ球の増多
はみられなかったが、GOT、ALP、T.Chol、LDHおよ
び血清チミジンキナーゼ（TK）活性の高値がみられた
（表1）。LDHアイソザイム分析ではLDH1～5すべ
ての分画で高値が認められた。
膣内腫瘤に対して、18G翼状針を用いたFNAにより

細胞診を実施した（図2）。採取された細胞は大小不同
の類円形核をもつリンパ球が主体で、中・大リンパ球が
93％を占めた（図3）。また、細胞核にはクロマチンの
凝集がみられ、分裂像も散見された。

病理解剖および病理組織学所見

第42病日に病理解剖を実施した。膣には直径1～4cm
大の腫瘤8個と、25×15×10cmの腫瘤が認められた（図
4）。腫瘤は第一～第四胃周囲にも認められた（図5）。
腸間膜リンパ節は直径5～15cmに腫大していた。これ
らの腫瘤または腫大リンパ節割面は乳白色髄様を呈して
いた。乳白色髄様組織は心臓、肝臓、腎臓、膵臓、十二
指腸壁および胸髄部の脊柱管内脂肪組織にも浸潤してい
た。主な体表リンパ節の腫大は認められなかった。
組織学的検索では乳白色髄様組織は核の異型性を有す

るリンパ球様独立円形腫瘍細胞の充実性増殖から成って
おり（図6）、全身諸臓器（腎臓、心臓、胃、胃周囲、
腸、膣、各リンパ節、胸椎周囲など）で観察された。

考 察

EBLの臨床所見として、一般に末梢血リンパ球の著
しい増加と異型リンパ球の出現、体表および体腔内のリ

表1 血液および血液生化学検査所見（第38病日）

RBC 665×104/μl GOT 267U/l

HGB 10．7g/dl ALP 159U/l

HCT 33％ γ-GTP 39U/l

WBC 7400/μl LDH 3370U/l

Seg 3330/μl LDH-1 1382U/l

Lym 3996/μl LDH-2 1212U/l

Mon 74/μl LDH-3 506U/l

Platelet 71．8×104/μl LDH-4 135U/l

TP 6．1g/dl LDH-5 135U/l

Albumin 3g/dl Thymidine
Kinase 35．1U/l

A/G 0．97

BUN 17．6mg/dl

CRE 1．17mg/dl

T.Chol 165mg/dl

図3 膣内腫瘤のFNA標本細胞診。大小不同の類円形
核をもつリンパ球が主体で、中・大リンパ球が
93％であった。細胞核にはクロマチンの凝集が明
瞭で、有糸分裂像も観察された。

図2 FNAに用いた18G翼状針を装着したシリンジ。
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ンパ節の腫大が特徴的である［1、2］。また、これらの所見
は臨床的にEBLを疑う重要な手がかりとなる。本症例
の臨床症状は食欲不振、削痩、下痢といった非特異的な
ものであり、また末梢血リンパ球の増加や体表リンパ節
の腫大などの特徴的所見がみられなかった。このため、
臨床現場ではEBLの可能性を疑ってBLV抗体陽性所見
を得たものの確定診断には至らず、診断に苦慮した。
臨床的なEBL診断の補助としてLDHアイソザイム2

と3分画の増加［4］およびTK活性値の増加［5－7］が報告さ
れている。本症例においても、LDHアイソザイム2と
3分画はそれぞれ1212U/lおよび506U/lで、どちらも
基準値（390U/lおよび260U/l）を超えていた。血清TK
活性値も35．1U/lであり基準値（5．4U/l）を超えてお
り、EBL発症を示唆する所見であった。ただし、これ
らのマーカーの高値では、EBLの疑いは強まるものの
確定診断には至らない。一方、本症例では膣内に腫瘤が
確認されたため、FNAによる細胞診検査を行うことが
できた。FNA細胞診によるEBLの診断基準として、
「中・大リンパ球の細胞構成比率が50％以上」が提唱さ
れている［8］。本症例では膣内腫瘤のFNA細胞診では、
中・大リンパ球が93％であり、EBLであると判定され
た。EBLを疑う症例に遭遇したとき、膣内腫瘤であっ
ても、体外からアプローチできるものであれば、積極的
にFNA検査を行うことにより臨床的EBL診断に有用で
あることが示唆された。
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